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2013年２月５日　第 269 号

青森生存権
裁 判

▼
昨
年
11
月
７
日
、
愛
犬
が
亡

く
な
っ
た
。
12
月
で
18
歳
に

な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
我

が
家
の
住
人
に
な
っ
た
の
は

１
９
９
５
年
３
月
で
あ
っ
た
。

▼
二
女
の
高
校
受
験
の
時
で
、

前
々
か
ら
犬
を
飼
い
た
い
と
い

う
の
が
子
ど
も
た
ち
の
要
求
で

あ
っ
た
。
あ
る
夜
、
酔
っ
て
帰

っ
た
ら
子
ど
も
た
ち
３
人
か
ら

哀
願
さ
れ
、
酔
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
二
女
が
高
校
に
合
格

し
た
ら
飼
っ
て
や
る
と
、
つ
い

約
束
を
し
た
。
口
約
束
で
は
信

用
で
き
な
い
か
ら
と
、
文
書
を

書
か
さ
れ
る
羽
目
に
な
り
、
後

日
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
行
き
、

生
後
３
カ
月
の
メ
ス
の
柴
犬
が

家
族
の
一
員
に
な
っ
た
。
▼
ご

他
聞
に
も
れ
ず
散
歩
は
子
ど
も

た
ち
が
分
担
し
て
や
る
と
い
う

約
束
で
あ
っ
た
が
、
１
カ
月
も

し
な
い
う
ち
に
反
故
に
さ
れ
親

が
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
▼
室

内
で
生
活
し
て
い
る
た
め
な
の

か
、
番
犬
と
し
て
は
立
派
に
役

目
を
果
た
し
て
い
た
。
家
族
以

外
の
見
知
ら
ぬ
人
が
来
る
と
、

烈
火
の
ご
と
く
怒
る
。
２
人
ほ

ど
被
害
を
受
け
た
の
で
、
玄
関

に
「
猛
犬
注
意
」
の
ス
テ
ッ
カ

ー
も
貼
っ
た
。
▼
家
族
で
泊
つ

き
の
旅
行
す
る
時
も
一
緒
で
あ

っ
た
。
労
働
組
合
の
野
外
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
連
れ
て
行
っ

た
。
亡
く
な
っ
て
か
ら
２
カ
月

以
上
経
つ
が
、
帰
宅
す
る
と
出

迎
え
て
く
れ
る
よ
う
な
錯
覚
に

陥
る
。
▼
東
日
本
大
震
災
で
家

族
や
親
せ
き
、
友
人
を
失
っ
た

人
々
の
心
情
は
、
い
か
ば
か
り

で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
せ
）

２
月
23
日
に

春
闘
決
起
集
会

森青 

駅
前
広
場
で

反
原
発
集
会

原
発
ゼ
ロ
め
ざ
し
粘
り
強
く

勝
利
す
る
ま
で
全
力
を

　

生
活
保
護
の
老
齢
加
算
の
減

額
・
廃
止
は
違
憲
、
違
法
と
し

「
青
森
生
存
権
裁
判
」

へ
の
地
裁
判
決
が
１
月

25
日
に
あ
り
ま
し
た
。

内
容
は
請
求
棄
却
の
不

当
判
決
。

　

原
告
団
、
弁
護
団
、

支
援
す
る
会
、
全
国
連

絡
会
は
判
決
後
、
地
裁

近
く
の
日
赤
ビ
ル
で
記

者
会
見
を
行
い
「
控
訴

を
し
、
勝
利
す
る
ま
で

教
育
長
と
の
交
渉
は
決
裂
　

昨
年
12
月
12
日
に
県
教
委
か

ら
提
示
の
あ
っ
た
『
退
職
手
当

大
幅
削
減
』
に
関
し
て
、
断
続

的
に
交
渉
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
昨
年
３
月
に
民
主

党
政
権
が
国
家
公
務
員
と
民
間

と
の
差
「
平
均
400
万
円
超
」
の

削
減
を
閣
議
決
定
し
、
衆
院
解

散
の
ど
さ
く
さ
の
中
で
前
代
未

聞
の
〝
１
日
強
行
採
決
〞
し
た

の
を
受
け
て
、
青
森
県
で
も
条

例
「
改
正
」
案
を
提
示
。

　

県
当
局
の
内
容
は
、
国
よ
り

３
カ
月
遅
れ
の
今
年
４
月
か
ら

段
階
的
に
実
施
。
削
減
率
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
４
月
か
ら

の
給
与
改
定
は
、
月
例
給
は
据

え
置
か
れ
ま
し
た
が
、
一
時
金

が
年
間
平
均
３
万
８
千
円
削
減

さ
れ
ま
し
た
。

　

県
教
組
・
高
教
組
は
一
体
と

な
っ
て
「
削
減
撤
回
を
求
め
る

職
場
決
議
署
名
」
に
取
り
組

み
、
８
号
に
及
ぶ
速
報
を
発

行
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
「
私
た
ち
の
声
を

聞
い
て
！
」
で
職
場
か
ら
の
訴

え
を
集
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

背
景
に
給
与
担
当
の
職
員
福
利

課
と
異
例
の
教
育
長
交
渉
に
ま

で
持
ち
込
み
ま
し
た
が
、
教
育

長
は
お
詫
び
を
繰
り
返
す
だ

け
。
交
渉
は
決
裂
し
ま
し
た
。

　
国
家
公
務
員
賃
金
7.8
％
引
下
げ
が
昨
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
公
労
連
は
違
憲
訴
訟
を
起
こ
し
闘
争
中
。
更
に
昨
年

の
衆
院
解
散
に
乗
じ
て
、
今
年
１
月
か
ら
段
階
的
に
平
均
400
万
円

の
退
職
手
当
削
減
を
強
行
。
安
倍
内
閣
は
、
地
方
公
務
員
に
も
押

し
つ
け
て
い
ま
す
。
県
教
組
、
高
教
組
か
ら
の
報
告
で
す
。

て
取
り
消
し
を
求
め
て
、
提
訴

以
来
６
年
間
闘
い
続
け
て
き
た

新
年
も
金
曜
日
行
動

賃金・退職手当減は違法
国家公務員に続けて
　　　　地方公務員にも押しつけ

　

２
月
23
日
（
土
）
13
時
〜
15

時
、
県
労
働
福
祉
会
館
を
会
場

に
県
春
闘
共
闘
会
議
「
13
春
闘

勝
利
決
起
集
会
」
を
開
催
し
ま

　

青
森
駅
前
広
場
で
『
原
発
な

く
そ
う
！
核
燃
い
ら
な
い
！
青

森
金
曜
日
行
動
』（
主
催
＝
同
実

行
委
員
会
）は
、今
年
２
月
１
日

で
25
回
を
数
え
ま
し
た
。第
１

回
目
は
昨
年
８
月
10
日
。雨
の

日
、雪
の
日
、仕
事
納
め
の
日
も

県
労
連
旗
開
き
の
日
も
休
む
こ

と
な
く
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
『
さ
よ
う
な
ら
原
発

一
〇
〇
〇
万
署
名
』に
学
生
、観

光
客
ら
が
吹
雪
の
中
、立
ち
止

ま
っ
て
書
い
て
く
れ
る
人
や

「
い
つ
も
頑
張
っ
て
い
る
ね
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
る
人
も
。

行
動
を
き
っ
か
け
に
反
原
発
の

運
動
に
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

人
も
多
い
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

金
曜
日
行
動
は
全
国
的
に
広

が
り
、県
内
で
は
青
森
の
他
に

八
戸
、十
和
田
、む
つ
な
ど
で
も

多
彩
な
内
容
で
継
続
中
。弘
前

す
。
講
師
は
、
全
労
連
事
務
局

次
長
・
渡
邊
正
道
氏
。
集
会
後

に
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
す
。

　

デ
フ
レ
不
況
の
原
因
は
、
貧

困
と
格
差
の
拡
大
。
富
の
集
中

で
は
な
く
、
労
働
者
の
賃
金
の

底
上
げ
が
打
開
策
で
す
。
確
信

を
持
っ
て
春
闘
に
決
起
を
！　

で
は
、青
年
を
中
心
に
「
原
発

ゼ
ロ
」を
目
指
し
粘
り
強
い
運

動
が
続
い
て
い
ま
す
。原
発
と

核
燃
施
設
が
あ
る
青
森
県
か
ら

運
動
を
一
層
盛
り
上
げ
よ
う
と

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
原
発
事
故
か
ら
丸
２
年

を
迎
え
る
３
月
11
日
の
前
日
の

10
日
、
原
発
ゼ
ロ
全
国
行
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
青
森
県
は
同

日
に
、
青
森
駅
前
広
場
で
大
集

会
を
計
画
。
全
員
集
合
！

全
力
を
つ
く
す
」
と
の
声
明
を

発
表
。
原
告
団
長
の
茂
木
ナ
ツ

エ
さ
ん
は
「
判
決
は
、
納
得
い

き
ま
せ
ん
」
と
き
っ
ぱ
り
。

　

駆
け
つ
け
た
支
援
者
ら
は
地

裁
前
の
歩
道
に
集
ま
り
、
吹
雪

模
様
の
悪
天
候
の
中
、
怒
り
を

込
め
て
抗
議
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
。
記
者
会
見
場
で
の
報
告

集
会
に
は
原
告
団
、
弁
護
団
、

支
援
者
な
ど
164
名
が
参
加
。
集

会
の
最
後
に
、
奥
村
県
労
連
議

長
は
「
生
存
権
裁
判
は
生
活
保

護
だ
け
で
は
な
く
社
会
保
障
全

体
へ
の
攻
撃
と
見
る
べ
き
。
労

働
者
・
国
民
が
連
帯
し
て
闘
う

こ
と
が
必
要
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

不
当
判
決
に
控
訴

３月10日

手当削減の反対を訴えた教育長交渉

記者会見する原告団、弁護団

横なぐりの寒風をついて金曜日行動（青森）
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第267回
クロスワード
パズル

各
地
区
労
連
も

東青労連の街頭宣伝

県労連・東青労連合同

●
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
に
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
送
っ
て
下

さ
い
。
余
白
に
職
場
の
様
子

や
最
近
の
出
来
事
な
ど
を
ぜ

ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
３
月
15
日
●
発
表

＝
４
月
号
●
宛
先
＝
表
面
題

字
下
に
表
記
。Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第
267

回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」

係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
ミ
レ
ー
の
名
画
「
‥
拾
い
」

④
雪
で
作
り
ま
す

⑦
風
の
力
で
走
る
船

⑨
勝
利
の
‥
サ
イ
ン

⑩
地
下
水
を
く
み
上
げ
ま
す

⑪
ひ
し
ゃ
く
の
形
を
し
た
‥
七

星
⑫
能
あ
る
鷹
が
隠
す
も
の

⑭
他
人
の
意
見
を
自
分
の
意
見

の
よ
う
に
述
べ
ま
す

⑮
相
撲
で
●
印

⑯
心
ば
か
り
の
贈
り
物

⑱
物
事
の
来
歴
。
い
わ
れ

⑳
暖
か
い
‥
の
マ
フ
ラ
ー

㉒
寄
席
で
の
奇
術
や
漫
才
芸

㉔
見
張
り
や
警
備
を
す
る
人

㉕
マ
ラ
ソ
ン
は
‥
上
競
技

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
北
海
道
網
走
市
の
２
月
行

事
「
‥
流
氷
ま
つ
り
」

②
‥
鉄
。
‥
街

③
母
親
方
の
血
筋
。
父
系
の

反
対
語
は
？

④
‥
は
天
下
の
回
り
も
の

⑤
99
％
。
ほ
と
ん
ど
全
部

⑥
レ
フ
ト
の
反
対

⑧
ワ
イ
ン
の
こ
と
で
す

⑪
水
力
発
電
に
使
っ
た
水
を

放
流
す
る
た
め
の
川

⑬
旋
律
。
節
ま
わ
し

⑰
短
歌
の
終
わ
り
の
七
・
七

⑲
ア
ン
ダ
ー
‥
を
引
く

⑳
過
失
が
思
い
が
け
な
く
良

い
結
果
に
、
‥
の
功
名

㉑
ア
シ
カ
科
の
哺
乳
類

㉓
仙
台
は
‥
の
都

第
265
回
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
ヨ
イ
オ
ト
シ
ヲ

《
当
選
者
》
20
通
の
応
募
で

全
員
正
解
で
し
た
。
当
選
者

は
次
の
方
々
で
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

佐
藤
文
猛
（
県
国
公
）

柳
谷
光
子
（
年
金
者
組
合
）

槇　

公
彦
（
県
国
公
）

飯
田
マ
サ
子
（
岩
手
農
林
支

部
青
森
分
会
）

伊
勢
谷
渚
（
私
教
連
）

　
パ
ズ
ル
挑
戦
を

ま
た
始
め
ま
す
。（
柳
谷
光
子
・

年
金
者
組
合
）

　
体
調
が
良
い
時
は

多
少
と
も
組
合
の
お
手
伝
い
が

出
来
た
と
思
い
ま
す
。（
村
田

稔
・
年
金
者
組
合
）

　
今
年
も
大
雪
が

心
配
で
す
。（
自
治
労
連
・
高
橋

昭
一
）　

　
世
論
の
誘
導
�

安
倍
新
首
相
の
勇
ま
し
い
言
葉

を
垂
れ
流
し
て
い
る
バ
カ
メ

デ
ィ
ア
、ア
ホ
メ
デ
ィ
ア
は
自

滅
の
道
へ
足
を
踏
み
入
れ
た
の

か
も
。（
長
内
一
・
建
交
労
）

　
選
挙
結
果
に

イ
ラ
つ
い
て
い
ま
す
。「
良
い
お

年
を
」ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。（
岡
本
猛
・
年
金
者
組
合
）

　
今
年
観
た
映
画
81
本
�

目
標
は
100
本
で
す
。（
長
内
幸

子
・
建
交
労
家
族
）

　
右
腕
が
痛
い
が

頑
張
っ
て
、ペ
ン
を
取
り
ま
し

た
。パ
ズ
ル
は
良
い
で
す
ね
。

（
宇
部
好
子
・
県
教
組
）

　
収
入
は
減
る
一
方
�

仕
事
は
き
つ
く
税
金
は
増
え
る

し
。（
佐
藤
文
猛
・
県
国
公
）

　
１
年
を
振
り
返
る
と

夏
の
暑
さ
、冬
の
寒
さ
に
体
調

を
崩
し
、反
省
に
つ
き
ま
す
。

（
伊
勢
谷
渚
・
私
教
連
）

　
今
年
は

〝
年
女
〞！
で
す
。（
市
ノ
渡
明

美
・
サ
ン
ヨ
ー
支
部
）

各
地
区
労

連
に
よ
る

年
初
め
の

「
新
春
行

動
」
が
行

わ
れ
ま
し

た
。
東
青
労
連
と
中
弘
南
黒
地

区
労
連
は
ど
ち
ら
も
８
日
に
６

名
参
加
で
。
三
八
地
労
連
は
24

日
に
４
名
参
加
で
し
た
。

　

東
青
は
、
青
森
駅
前
広
場
で

最
賃
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
春
闘
チ
ラ

　

新
年
早
々
の
１
月
４
日
、
県

労
連
・
東
青
労
連
の「
２
０
１
３

年
合
同
旗
開
き
」
が
青
森
市
内

ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
は
来
賓
25
名
、

組
合
員
102
名
（
23
組
合
）
が
参

加
。
セ
ン
タ
ー
合
唱
団
の
「
う

た
ご
え
」
の
後
、
奥
村
議
長
が

シ
の
配
布
を
し
な
が
ら
ハ
ン
ド

マ
イ
ク
演
説
。
中
弘
南
黒
は
弘

前
駅
出
入
り
口
２
カ
所
で
チ
ラ

シ
配
布
。
三
八
は
三
春
屋
前
で

声
が
け
し
な
が
ら
、
チ
ラ
シ
と

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
。

　

青
森
と
弘
前
は
猛
吹
雪
で
し

た
。
手
袋
を
着
け
て
い
て
も
手

指
が
か
じ
か
む
厳
し
い
寒
さ
。

通
行
人
に
必
死
で
宣
伝
物
を
手

渡
し
ま
し
た
。「
頑
張
っ
て
い

る
ね
」「
ご
苦
労
さ
ん
」
と
声

を
か
け
て
く
れ
る
人
も
。（
※

本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
）

　
こ
こ
で
一
句
�

「
津
軽
路
の
吹
雪
に
負
け
ず
通

勤
す
」。（
中
村
友
是
・
私
教
連
）

　
健
康
で
幸
多
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。災
害
の
少

な
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。（
田
代

苗
美
・
年
金
者
組
合
）

　
い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。（
小
笠
原
久
美

子
・
県
教
組
）

県
労
連
が
新
年
旗
開
き

地区労連が“新春行動”
寒風をついて最賃ティッ

シュ　春闘チラ
シ　配布

主
催
者
の
挨
拶
。

衆
院
選
に
お
け

る
自
民
党
の
勝
利
は
、
小
選
挙

区
制
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
国

民
の
信
任
で
は
な
い
こ
と
や
、

春
闘
は
労
働
者
の
賃
上
げ
・
労

働
条
件
改
善
と
、
消
費
税
増
税
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
原
発
・
核
燃
、
安
保
・

オ
ス
プ
レ
イ
な
ど
国
民
的
課
題

と
統
一
し
た
闘
い
の
重
要
性
を

強
調
し
ま
し
た
。

　

来
賓
、
各
組
合
の
紹
介
の
後
、

余
興
で
は
ク
イ
ズ
や
じ
ゃ
ん
け

ん
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
最
後
は
参
加
者
全
員
で
肩

を
組
ん
で
「
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を

歌
っ
て
散
会
し
ま
し
た
。

　

各
地
区
労
連
の
旗
開
き
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
１
月
11
日
に

は
三
八
地
労
連
（
45
名
参
加
）、

下
北
地
区
労
連
（
14
名
）、
上

十
三
地
労
連
（
25
名
）
の
３
地

区
労
連
。
17
日
に
は
中
弘
南
黒

地
区
労
連
（
50
名
）、
18
日
は

西
北
五
地
区
労
連
（
45
名
）
で

開
催
。
西
北
五
地
区
労
連
は
、

旗
開
き
の
前
に
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

「
オ
ス
プ
レ
イ
と
日
米
安
保
」

を
使
い
１
時
間
、
学
習
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
県
労
連
と
地
区
労
連
は
、
新

年
の
闘
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

１
月
13
日
、
５
名
の
参
加
で

ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
は
青
森
市

の
成
人
式
会
場
前
で
最
賃
テ
ィ

ッ
シ
ュ
配
り
を
し
ま
し
た
。
こ

の
行
動
は
初
め
て
の
試
み
。
準

備
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
650
個
を
短

時
間
で
ま
き
切
り
ま
し
た
。

▶
三
八
地
労
連

▶
下
北
地
区
労
連

▶
中
弘
南
黒
地
区
労
連
▶
西
北
五
地
区
労
連

成
人
式
会
場
で

最
賃    

ま
き

ひだまり

ティッ
シュ


